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ご家庭に、旅行に、

便利な常備薬
天壇印清涼油は中国上海の家庭

用常備薬でt捻挫、うちみ、肩こり、
筋肉疲労など、患部によくすりこん

でご使用ください。ソウマス神経

痛、腰痛などにも効果があります。

●天壇印清涼油には自・茶の2色とそれぞ

れ、家庭用大缶(19グラム)と携帯に便利な

小缶(3.5グラム)があります。

ケープル :CHINAPROCO SHANGHA!

テレックス :33060 CNPCSCN

●輸入発売元

松浦薬業株式会社
名古屋(02)962-8801東 京(03)728‐5861

株式会社日東漢薬
東京(03)357-1952

天壇印清涼油
中国土産畜産輸出入公司

上海市土産分公司

住所 :上海市t真池路18号
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、ア
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各
・
マ
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ア
ム
）
４６
年
２
月
、
テ
ル
７
ビ
プ

空
港
襲
撃
事
件
で
自
爆
し
た
奥
平
剛

士
と
偽
装
結
婚
し
て
ベ
イ
ル
ー
ト
入

り
。
日
本
赤
軍
の
政
治
委
員
会
の
リ

ー
ダ
ー
で
も
あ
り
、
国
際
グ
リ
ラ
組

織
と
の
パ
イ
プ
役
。

広
河
隆

一
氏

（
４ｏ
歳
）

昭
和
十
八
年
天
津
生
ま
れ
。
早
大
卒
。

外
国
通
信
社
記
者
な
ど
を
経
て
中
東
問
題

研
究
家
と
し
て
活
躍
。
昨
年
九
月
ヽ
レ
バ

ノ
ン
の
サ
プ
ラ
・
シ
ャ
テ
ィ
ー
ラ
で
の
パ

レ
ス
チ
ナ
人
の
虐
殺
事
件
で
は
、
最
初
に

現
場
に
入
っ
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
、
こ

の
一
連
の
写
真
で
、
五
十
七
年
度
後
期
の

「
よ
み
う
り
写
真
大
賞
」

（報
道
部
門
）

を
受
賞
，。
著
書
に

「
■
ダ
ヤ
国
家
と
ア
ラ

ブ
ゲ
リ
ラ
」

「
パ
レ
ス
チ
ナ
幻
の
国
境
」

「
ベ
イ
ル
ー
ト
大
虐
殺
」
、
訳
書
に

「
イ

ス
ラ
エ
ル
か
ら
の
証
言
」
、
写
真
集
は
「奪

わ
れ
た
国
の
子
供
た
ち
」

「光
と
影
の
エ

ル
サ
レ
ム
」

「
ベ
イ
ル
ー
ト
ー
９
８
２
」

な
ど
多
数
。

こ
で
積
極
的
に
自
分
た
ち
が
戦

っ
て
い
る
こ
と

を
示
し
て
も
、
別
に
悪
く
は
な
い
。　
　
　
．

し
か
し
、
非
常
に
、
よ
く
命
が
つ
な
が
っ
た

と
い
う
感
じ
れ
。
戦
争
と
い
う
日́
常
的
な
殺
し

合
い
に
加
え
て
、
ス
パ
イ
の
潜
入
だ
っ
て
あ
る

ん
だ
か
ら
‥
‥
。
　
・

ま
あ
、
私
た
ち
は
生
き
て
い
る
限
り
戦
い
続

け
る
わ
け
だ
か
ら
、
私
た
ち
を
殺
せ
な
か
っ
た

こ
と
は
、
イ
ス
ラ

エ
ル
の
失
敗
だ
っ
た
わ
ね
」

Ｐ

Ｆ

Ｌ

Ｐ

と

一
緒

に

戦

う

―

そ
の
戦
い
方
だ
け
ど
、
Ｐ
Ｌ
Ｏ
の
各
組
織

に
分
散
し
て
、
戦

っ
て
い
る
の
か
。

「
Ｐ
Ｌ
Ｏ
と
い
う
よ
り
、
Ｐ
Ｆ
Ｌ
Ｐ

（
パ
レ

ス
チ
ナ
解
放
人
民
戦
線
）
と

一
緒
に
戦

っ
て
い

．ま
す
。
も
ち
ろ
ん
他
の
組
織
と
も
話
し
た
り
、

付
き
合

っ
た
り
す
る
け
ど
、
基
本
的
に
は
Ｐ
Ｆ

Ｌ
Ｐ
と

一
緒
で
す
。
昨
年
の
レ
バ
ノ
ン
戦
争
を

経
て
、
私
た
ち
と
パ
レ
ス
チ
ナ
の
各
組
織
の
人

た
ち
と
は
、
今
が

一
番
、
強
固
な
関
係
に
あ
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
」
　
　
．

―

ど
ん
な
生
活
ぶ
り
か
。
全
員
が
最
前
線
の
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こ
と
を
指
す
よ

う
だ
）
は
、
単
に
私
た
ち
が
敗
北
し
た
と
い
う

こ
と
よ
り
、
自
分
た
ち
の
敗
北
に
よ
っ
て
多
く

の
人
た
ち
に
、
困
難
を
強
い
た
し
、
情
報
が
漏

れ
て
、
暗
殺
さ
れ
る
人
が
出
る
と
い
う
よ
う
な

事
態
に
ま
で
な
っ
た
の
だ
か
ら
」

―
―
余
暇
と
か
レ
ジ
ャ
ー
、
楽
し
み
と
い
っ
た

も
の
は
。

「
そ
う
で
す
ね
、
余
暇
っ
て
ど
ん
な
こ
と
か

分
か
ら
な
い
け
ど
、
み
ん
な
で
や
る
サ
ッ
カ
ー

な
ん
か
そ
う
ね
。
足
の
内
側
が
ち
ょ
っ
と
筋
違

い
に
な
っ
た
ま
ま
な
ん
だ
け
ど
。

そ
れ
に
、
ア
ラ
プ
の
人
な
ん
か
は
ト
ラ
ン
プ

を
よ
く
や
る
け
ど
、
私
た
ち
の
ほ
う
は
・将

棋

ね
。
そ
れ
か
ら
、
詩
を
作
っ
た
り
、
作
曲
を
し

て
い
る
人
ヽ
い
る
わ
。
本
を
作

っ
て
い
る
人
も

い
る
し
、
で
も
、
こ
れ
が
、
み
ん
な
本
音
で
や

れ
て
い
る
の
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
。
　
、

み
ん
な
エ
エ
カ
ッ
コ
し
て
も
、
別
に
見
せ
る

相
手
が
い
な
い
ん
だ
か
ら
。

や
っ
ば
り
本
音
が
大
切
な
の
よ
。
パ
レ
ス
テ

ナ
革
命
を
見
て
い
て
―
や
っ
ば
り
本
音
で
や
る

軍
隊
は
強
い
な
っ
て
分
か
る
し
ね
。
決
し
て
ポ

キ
ン
と
折
れ
な
い
も
の
」

泉
水

博

（４６
歳
）

３５
年
６
月
、東
京
・文

京
区
で
強
盗
殺
人
事
件

を
起
こ
し
、
無
期
懲
役

の
判
決
を
受
け
服
役
沖
、
過
激
な
待
遇
改
善
要

求
闘
争
を
行
う
。ダ
ッ
カ
事
件
で
超
法
規
出
国
。

丸
岡
　
修
（３５
歳
）

（
ア
．ラ
ブ
名

ｏ
ア
プ

ハ
ッ
サ
ン
）
４８
年
の
日

航
ジ
ヤ
ン
ポ
機

ハ
イ
ジ

ャ
ッ
ク
事
件
の
リ
ー
ダ
ー
。

を
真
似
た
ら
い
い
し
、
東
ア
ジ
ア

（注

ｏ
東
ア

ジ
ア
反
日
武
装
戦
線
）
を
真
似
た
ら
い
い
。
だ

け
ど
、
あ
れ
じ
ゃ
勝
て
な
い
。
だ
け
ど
、
連
赤

も
東
ア
ジ
ア
も
負
け
た
け
ど
、
そ
の
人
た
ち
は

総
括
す
れ
ば
、　
一
番
、
教
訓
を
持

っ
て
い
る
は

ず
で
し
ょ
う
。
　
　
　
　
１

だ
か
ら
、
彼
・ら
を
奪
還
し
よ
う
と
し
た
ん
で

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

そ
う
、

『勝
ち
た
い
』

『勝
て
る
』
と
い
う

し
っ
か
り
し
た
考
え
が
な
く
て
は
、
誰
も
つ
い

て
こ
な
い
と
思
う
の
よ
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
参

加
し
た
人
な
ん
か
は
、
こ
こ
に
来
て

一
番
ビ
ッ

ク
リ
す
る
の
は
、
み
ん
な

『勝
て
る
」
と
思
い

込
ん
で
い
る
こ
と
だ
と
い
う
の
ね
」

―
―
そ
う
す
る
と
、
新
し
く
獄
中
か
ら
連
れ
出

し
た
人
た
ち
と
対
立
は
な
い
わ
け
か
。

「み
ん
な
勝
ち
な
い
わ
け
て
し
ょ
う
。
勝
ち
　
一・９

―
―
ダ
ッ
カ
事
件
で
、
い
わ
ゆ
る
超
法
規
的
措

置
で
、
獄
中
か
ら
連
れ
出
し
た
人
た
ち
は
、
ど

う
し
て
い
る
の
か
。

二
．例
え
ば
泉
水
さ
ん

（注

・
泉
水
博
＝

四
六
）

は
、

『自
分
が
行
く
こ
と
に
よ
っ
て
乗
客
の
命

が
救
わ
れ
る
な
ら
、
そ
の
た
め
に
行
く
。
何
ヽ

赤
軍
と
か
に
共
鳴
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。

共
鳴
ど
こ
ろ
か
、
赤
軍
と
か
、
左
翼
に
対
し
て

自
分
は
冷
た
い
日
で
見
て
い
た
“
革
命
と
か
い

っ
て
、
強
盗
や
殺
人
を
や
っ
て
、
そ
れ
が
正
当

化
さ
れ
る
な
ん
て
、
そ
ん
な
便
利
な
こ
と
が
あ

る
か
。
お
ま
え
た
ち
だ
っ
て
、
同
じ
強
盗
や
殺

が
や
る
か
ら
に
は
、
根
拠
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
』

と
思

っ
て

一
緒
に
や
り
は
じ
め
た

と

い
う

の

ね
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

・

「勝
ち
た
い
」
か
ら
奪
還

他
の
組
織
の
人
た
ち

（注
・
連
合
赤
軍
や
東

人
や
っ
て
い
て
、
エ
ラ
　

ア
ジ
ア
反
日
武
装
戦
線
）
で
、
私
た
ち
に
合
流

そ
う
な
こ
と
を

い
う

　

し
た
人
た
ち
は
、
今
に
な
っ
て
は
、
笑

っ
て
い

な
』
と
い
う
、
強
い
反

　

う
け
ど
、
当
初
は

『
こ
の
考
え
だ
け
は
引
っ
込

発
が
最
初

あ

っ
た

の
　

め
た
く
な
い
』

『
日
本
赤
軍
に
は
負
け
た
く
な

ね
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
』
と
、
ひ
そ
か
に
フ
ラ
ク
シ
ョ
ン

（注

・
分

で
も
、

『自
分
は
乗

　

派
）
を
つ
く
っ
て

『絶
対
負
け
る
な
』
と
い
い

客
の
命
を
救
う
た
め
に
　

合

っ
て
い
た
み
た
い
。

来
た
だ
け
だ
が
、
彼
ら

　
　

で
も
、
み
ん
な
が
共
通
し
て
考
え
て
い
る
の

は
何
か
人
間
が
違
う
人

　

は

『
日
本
で
革
命
を
勝
ち
た
い
』
と
い
う
こ
と

物
だ
な
と
思
っ
た
。
ま
・

な
の
ね
。
そ
れ
じ
ゃ
あ
ど
う
す
る
か
―
―
も
し

あ
、
こ
う
い
う
人
た
ち
　

勝
て
る
ん
だ
っ
た
ら
連
赤

（注

・
連
合
赤
軍
）

・▲
ベ
カ
ー
高
原
で
見
張
り
を
続
け
る
Ｐ
Ｌ
Ｏ
兵
士
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Oτ

ｏ国
軍
訴
黎
扉

平ヽ
マ
鶴
摯
酪
コ翼
鵬

騒

嘗ヽ
早
斡
軍
ユ
マ
イ

率
″
″
ｌ
Ｙ
７
Ｈ
里

寺ヽ
“

（
―
‘
∠
４
）

（事
∝
）￥
唯
　
士
ご
一 ｏマ

■
国
用
群
撃
騨
ュ

勒
章
イ
１
／
パ
イ
∠
・エ
イ

ヽゞ

マ
幣
♀
畜
妻
鵬

睡
）
率
日

戦ヽ
軍
ユ
ア
イ
宰
〃
イ
ー
ァ
ッ
ヽ
マ

７
士
Ｊ
一ツ
寺
∝

ｏ叫
》

ツ
罰
章
／
１
ヾ
⑫
寺

”

（メ
イ
Ｆ
ｉ
イ
）

（事
究
）職
　
　
―ｌｒ
里

ｏ
ヽ
工
ｒ
４

準ヽ
凛
ユ
材
章
ノ
ー
ヾ

０
ビ
６
カ
回

ヽゞ

マ
嘗
忌
雲
署
ユ
●
２
‘
彗
尋

業
導
察
勢
ユ
黎
蒻
ｆ
イ

ギ
ｏ
Ｆ
Ｖ

ビヽ
ι
寿

針

（■
１
イ
ー
´
）

（事
だ
）囲
準
　
田
叩

ｏ７
■
躍
口〉

コ
童
平
率
日
７

「
♪
群
尋
軍
凄
Ｏ
γ
」

ｏ筆
￥

⑦
平
熙
士
首
マ
■
聾
目

ユ
勅
輩
黎
形
／
Ｆ
∠

イ
ヱ
・
（
イ
キ
ー
ド
）

（事
じ
〓
畔
　
士
￥

■
■
‘
′
キ
‐キ
ヱ一
■
シ
‘
キ
イ
ｔ
■
マ
費
，

・　
　
　
　
、　
　
　
　
　
・

ｏ
■
０
マ
ｏ
ン

彰
￥
宗
麟

磁ヽ
ュ
■
６
７
６
９
１
７
，
９
＞
ュ

γ
運
ゞ
難
箸

ヽ
７

『
ゞ
童
軍
寝

ヾ
羽
９
撃
ヰ
』

脅
ゞ
中
褒
９
呟
ツ
許
κ
二
′

？ヽ
９
マ
ツ
７
２

９
Ч
ユ
γ
孝

『ｎ
警
』
ュ
刷
講
０
議
理

ヽゞ

菫

ゞ
９
９
手
廊
需
脅
ゞ
闘
／
１
ｆ
ギ

脅ヽ
ゞ
認

ｏ
Ｔ
ｏ
９
嗜
ユ
γ
製
ツ
蒲
摯
奉
淳

蒸
ツ
脳
理

ヽ
ユ
⊇
ン

ヽ
２
ｃ
霞
尋
許
イ
ニ
′
⑦

田

Ｙ

一
黎
ｐｒ
ψ

脅ヽ
ゞ
マ
Ч
嗅
７

『
（輌
ツ
￥

劇
羽
輯
）
イ

・ヾイ
∠

・
‥
乙
・∠
』

ヽ
２
＞
豪
ツ

宗
率

ヽ
羽
峰
マ
Ｙ
ｏ
イ
ム
∠

ｏ
マ
⑦
マ
Ч
２
■

璽
６
響
肇
轟
ロ
ツ
孵
珠

ヽ
９
マ
野
／
１
ｆ
率

「
Ｔ
Ｏ
呟
７

１
ユ
Ｐ
動
９
喘
２
百
平
Ｙ
コ
ｏ
９
Ч
？
甲
目
立

ヽ
「
マ
９
γ
一千
田
■
７
焦
マ
Ｙ
孝
９
喘
２
●
２

鋼
瀬
国
ユ
専
車
子
子
ｘ
４
ν

ヽ
２
早
ユ
γ
騨
輌

￥
そ
０
‘
Ч
？
喘
孝
鶴
熙
マ
７
ゞ
マ
ツ
Ч
薫
⑦

聯
軍

ヽ
嗅
稼
阜
ユ
ゞ
章
塁

ヽ
⑦
単
義
Ｙ
率
日

ｏ
マ
０
７
７
⊇
孝
嬌
￥
０
〇
一　
ヽゞ

７
⊇
＞
Ч
ユ
ｏ
口〉
ｐ
製
７
●
嶺
０
７
Ｍ
国

ヽ
ユ

軌
ツ
彰

１ヽ
ユ
●
ツ
爆

一
，
Ｃ
ｒ
Ｏ
■
マ
諄

．
　

ｏ９
Ч
ユ
ｏ
日
７
Ｚ

幕
〉
９
奉
尋
Ч
独
マ
幕
ユ
Ч
斎
ユ
⊇
コ
ツ
宗
率

■ヽ
９
９
″
黎
＞
マ
ゞ
童
尋
羽
ケ

ヽ
Ｐ
ａ
認

ｏ
ｏ
９
Ч
２
ｏ
８
７
Ч
マ
＞
■
轟
ツ

ツ
γ
ン

Ｐヽ
動
９
一
ユ
γ
象
ゞ
孝
γ
）
ゝ
翠
６

普

ヽ
■
９
讐
澱
γ
像
ゞ
策
ロ
ツ
率
日

ヽ
■
■

・
畔
０
９
喘

ユ
♀
爾
ツ
騨
６
７
宗

ヽ
ツ
落
目
＞
Ｐ

ｏ７
喘
稼

年
■
１
ゞ
ゞ
覇
１
６
Ｔ
率
日

■ヽ
Ч
ゞ
聾
ヽ
当

餡
Ｏ
Ｙ
マ
Ｙ

ヽ
■
●
孝
羽
ユ
多
立
２
■
平
羽
瀬

α

話ヽ
準

ｏ
９
喘
２
ι
薫

著ヽ
平
羽
騨
￥

Ｐヽ

ａ
Ｃ
ワ
ン
７
⊇
マ
Ｃ
Ｉ
‘
玖
？
９
嗜
２
■
Ｐ
熙

尋
日
彗
７
群
図

ヽ
２
一
彗
■
準
ユ
瀬
α
マ
審
立

ヽ
羽
０
９
Ч
ユ
鶴
ゞ
騨
２
嗅
ｃ
，
■
７
Ｗ
」

ｏ
羽
ワ
⊇
マ

⑦
宗
率

ヽゞ

９
百
ツ
準
マ
ー
童
躍
‘
Ч
７
Ч
マ

■
単
准
ユ
率
日
尋
静
士

ヽゞ

７
９
喘
ユ
０
平
マ

６
警
，
率
日

ヽ
ツ
鋼
マ
０
２
＞
翠
ゞ
γ
ネ
じ
イ

ｏ
７
７
ぐ

ｏ
ゞ
‘
目
７
●
７
輌
普
効
率
日
―

・デ
■
卜
ご

　ヽ
〓■
ヽ
■
ξ

一
■
　

一
１

、
ヽ

■
●
‥

■

―

．

・　

　

　

　

　

　

・
　

　

ｏ９
７
一

猟
ツ
馨

一
？
Ｐ
孝
彰
准
ソ
∠
・ｘ
ン
婆
∠
１
４
９

呟
７
７
ム
∠
認
Ч
繁
み
∠
ｔ
子
“
イ
）
羽ヽ
静
■

平

ｎヽ
マ
尋
キ
γ
ｒ
Ч
習
羽
暫

ヽ
■
童
平
率
日

彗ヽ
マ
※
ゞ
童
ぞ
ｒ
４
ア
ン
ユ
導

（如
⑦
＞
要

１
１
イ
ン
ヽ
・
票
）
ヱ
一イ
ヾ

ヽ
ツ
平
動
０
⊇

ｏ球
ユ
ψ
釜
‘
マ
‘

ヨ
淑
印〓
“
ヽ
ユ
●
７
ゞ
哺
＞
準
―

Ｐヽ
ｎ
７
■
？

Ｃ
ｒ
γ
準
騨
尋
普
イ
ｒ
乙
・γ
ン
ゞ
７
日

ヽ
ユ
ｏ

取
尋
‘
■
■
２
０
日
ｍ
〓
０
上
０
雌
ユ
⊇
ン

´
。
Ч
ユ
ｏ
平
■
準
き
脅
‘
７

『ツ

喘

Ч
１
／
７
』
羽
算
マ
Ｗ

ヽ
２
百
そ
嘗
⊇

ｏ
Ｔ
０
９
手
藪

塁

ふ
Ｔ
ｏ
ン

羽ヽ
颯
マ
Ｙ
Ｏ
彩
准
マ
４
ｘ
シ
婆
エ

ト

４
認
■
黎
″
や
尋
鶴
を

ｏ●
喀
マ
■
察
聯
ユ
■

筆
尋
草
歌
ｏ
尋
〓

脅ヽ
７
■
議
軍

Ｐヽ
駒
詔
γ

マ
Ｘ
２
■
珊
Ｔ
ユ
章
嶺

場ヽ
０
歌
海
理
羽
騨

一９
マ
ｏ
奉
尋
嶺
要
署
ュ
■

７
１
Ｔ
■
翼
華
尋
〓
率
率
回

一
ユ
γ
準
幹
尋
ざ

イ
ｒ
∠
・ｘ
ン
ゞ
７
鶴

盪ヽ
⑫
鮮
雌
⑦
巻
歌
」

ｏゞ

０
マ
幕
ユ
用
珊
，
手
角
準
騨
Ｙ

一
曜

ユ

ｏ
キ
Ｃ

Ｐ

ヽ
脅
ゞ
１
１

イ
ン

ｖ
マ
年
幕

国

母

コ

イ

ア

乙
一
Ｙ

レ

一
２

■

２

一
ゞ

ｏ

マ

早

ユ

呟
拳
阜
爾
ユ
‘
奉
Ｃ
Ｐ

尋ヽ
寺
凍
ス
ィ
ド
４
嗅
一

■
率
０
ぐ
⑦
寺
熱

ヽ
羽
富
平
率
日

ヽ
ユ
■
１
１

‘
盲
７
７
阜
ユ
■
Ｔ
＞
■
ゞ
〓
⊇

ｏ
嗅
７
露
■

ヽ
ゞ
Ｙ

一
０
ン
ー
一Ｗ

羽ヽ
ユ
当
留
琴‘
喘
‘
ン
　
・

ｏ９
準
ｎ
ユ
ー

こ
マ
ツ
鯛
琴
餞
ツ
翼
孝

ヽ
２
●
玖
？
Ｐ
孝

『
嗅

孝

玖
ユ
ι
Ч
ゞ

ズ
〓
１
４

ヽ
７
２
７
γ
を
』

ヽ
２
■
７
９
９
９
ユ
鋼
曜
醸

コヽ
Ｙ
●
２
０
戦
饗

朝
》
猾

マヽ
Ｃ
Ч
７
１
妥
Ｔ
爾
秦
ゞ
ワ
ロ
マ

ｏｎ
９
７
“
豪
鳴
ツ
彗
華

マヽ

『・

奉
Ｃ

ン
ク

Ч

９ヽ
９
２
錮
脅
マ
一
奉
９

７
マ

０
●

嗅
脅
７
■
９

Ｒ

ヽ
羽

ツ
ク
マ

‘
一錮

ｏ，
■
２
３
導
形
ｏ
影
嶺

一
ユ
●
γ
・

ヾ
羽
Ч
憲
０
翠
輌
き

ｏ
「
奪
ｏ
■
？
⊇
７

９

割

劇

学

撃

ゞ

瞥

ヨ

率

日

　

型
ヌ
⊇
二

⑦
翠
当

ヽ
羽
ｌ

・７
０
組
才

・

・

．
ｏ質
●

、　
　
「
喀
　

黎
像
剰
，
騨

一
２
ン
マ
■
ａ
，
率
当
コ
０

■
￥
・

騨

・

',、
「
¨

■

羽
マ
タ
マ
γ
♀
平
晋

一脅
７
嗅
ユ
■
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■

■

一

十一　
一●

．
一
一
ｔ
一ン‘
私‐崚
一
，
部
磁
は
、
グ
リ
ー
ン
‐ラ

．
イ
ン
ス
注
一
東
西
ベ
イ
ル
ー
ト
の
境
界
線
）
の

外‐‐
れ
て‐任
務
に
，
い
て
、
パ
ー
プ
ダ
大
統
領
府

を
占
領
し
た
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
と
対
時
し
て
い
た

わ
」
　

・

・

１
■
レ
パ
ノ
ン
南
部
の
ほ
う
に
は
、
日
本
赤
軍

は
い
な
・か
っ
た
の
か
。

〈
日

本

赤

軍

の

主

な

事

件

〉

０
テ
ル
ア
ビ
プ
空
港
事
件

（
４７
年
５
月
３０
日
）

奥
平
剛
士
、
安
田
安
之
、
岡
本
公
三
が
イ
ス
ラ

エ
ル
の
テ
ル
ア
ぜ
プ
の
ロ
ッ
ド
空
港
を
自
動
小

銃
と
手
投
げ
弾
で
襲
撃
、
約
百
人
の
死
傷
者
を

出
し
た
０
奥
平
、
安
田
は
自
爆
、
岡
本
は
逮
捕

さ‐
れ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
で
服
役
中

（無
期
懲
役
）
。

日
本
赤
軍
は
、
こ
の
事
件
を
ア
ラ
ビ
ア
語
で
、

リ
ッ
ダ
闘
争
と
呼
ん
で
い
る
。

◎
日
航
機
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
事
件

（
８
年
７
月
２０

■
）
丸

‐岡
修
と
パ
レ
ス
チ
ナ
・
グ
リ
ラ
が
パ
リ

発
東
京
行
き
の
日
航
ジ
ャ
ン
ポ
機

（乗
客
ら
百

‐，四十
二
人
）
を
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
、
リ
ビ
ア
の
ベ

ン
ガ
ジ
で
乗
客
を
釈
放
後
、
機
体
を
爆
破
、
リ

ビ
ア
政
府
に
投
降
後
、
国
外
追
放
。

◎
シ
ツ
ガ
ポ
‥
ル
事
件

（
４９
年
１
月
３１
日
）
和

光
晴
生
ら
二
人
の
赤
軍
コ
マ
ン
ド
と
、
パ
レ
ス

チ
サ
●
プ
リ
ラ
ニ
人
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
シ
ェ

ル
製
載
所
ｔを爆
破
、
フ
ェ
リ
ー
ボ
ー
ト
を
奪
っ

て
、
乗
員
を
入
費
に
し
た
。
２
月
６
■
ヽ
別
の

リ
ラ
五
人
が
在
ク
ウ
ェ
ー

ン に ト

い
、
大
使
ら
と
引
き
換
え

―
卜
で
合
流
、
南
イ
エ
メ

・

「
ナ
本
デ
ィ
エ
を
中
心
に
戦
っ
て
、
撤
退
、

逃
走
し
て
、

『
と
に
か
く
、
ベ
イ
ル
ー
ト
に
行

か
な
け
れ
ば
話
に
な
ら
な
い
』
と
、
何
日
も
か

け
て
ベ
カ
ー
高
原
に
出
て
、
そ
の
後
、
イ
ス
ラ

エ
ル
の
包
囲
網
を
か
い
く
ぐ
っ
て
、
ベ
イ
ル
ー

ト
突
入
作
戦
を
や
っ
た
わ
。
や
れ
ど
も
、
や
れ

ど
も
押
し
戻
さ
れ
た
け
ど
。

に
投
降
後
、
逃
亡
。

◎
ハ
ー
グ
事
件

（
４９
年
９
月
・３
日
）
和
光
、
奥

平
純
三
、
西
川
純
の
二
人
が
在
ハ
ー
グ
仏
大
使

館
を
襲
い
、
大
使
ら
を
入
質
に
、
旅
券
偽
造
な

ど
で
仏
当
局
に
逮
捕
さ
れ
た
山
田
義
昭
を
奪

還
、
オ
ラ
ン
ダ
当
局
か
ら
現
金
三
十
万

ル
ド
を
出

さ
せ
、
仏
機
で
シ
リ
ア
の
ダ
マ
ス
カ
ス
で
投
降

後
、
釈
放
。

◎
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
事
件

（
関
年

８
月

４

日
）
奥
平
ら
五
人
が
、
在
マ
レ
ー
シ
ア
米
大
使

館
を
襲
い
、領
事
ら
を
入
質
に
、
日
本
で
拘
留
中

の
西
川
、
戸
平
和
夫
と
坂
東
国
男
、
松
田
久
、

佐
々
木
規
夫
ら
を
、
い
わ
ゆ
る
超
法
規
的
措
置

で
出
国
さ
せ
、
と
も
に
リ
ビ
ア
の
ト
リ
ポ
リ
で

投
降
後
、
逃
亡
。

◎
グ
ッ
カ
事
件

（
５２
年
９
月
２８
日
）
丸
岡
、
坂

東
、
佐
々
木
ら
五
人
が
イ
ン
ド
上
空
で
、
パ
リ

発
東
京
行
き
の
日
航
機
（乗
客
ら
百
五
十
六
人
）

を
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
ダ
ッ

カ
で
、
再
び
超
法
規
的
措
置
で
、
奥
平
、
大
道

寺
あ
や
子
、
浴
田
由
紀
子
、
城
崎
勉
、
泉
水

博
、
仁
平
映
ヶ
六
人
を
釈
放
さ
せ
、
六
百
万
ド
ル

（当
時
の
為
替
レ
ー
ト
で
十
六
億
円
）
と
と
も

に
全
員
が
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
ヘ
逃
亡
し
た
。
　
・

昼
は
イ
ス
ラ
エ
ル
軍

と
戦

つ
て
ヽ
夜
は
斥
候

隊
を
や
っ
て
、
何
と
か

ベ
イ
ル
ー
ト
の
潜
入
ル

ー
ト
を
探
そ
う
と
し
て

大
変
だ
っ
た
の
ね
。

あ
る
時
、
イ
ス
ラ
エ

ル
軍
に
包
囲
さ
れ
て
、

民
家
に
逃
げ

込

ん
だ

時
、
お
茶
を
出
し
て
く

れ
た
家
の
人
に

『あ
ん

た
は
何
人
』
と
問
か
れ

て
、
と
っ
さ
に

『
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
で
す
』
と
、
ど
ま
か
し
た
り

し

て
、
ま
さ
に
危
機

一
髪
だ
っ
た
こ
と
も
。

顔
も
隠
さ
ず
伸
び
伸
び
と

で
も
、
戦
争
中
は
、
こ
れ
ま
で
保
安
上
の
理

由
で
行
け
な
か
っ
た
所
に
も
自
由

に
行

け
る

し
、
配
属
さ
れ
た
部
署
で
、
顔
も
隠

さ
な

い

で
、
伸
び
伸
び
や
れ
た
し
、
み
ん
な
結
構
、
喜

ん
で
い
た
み
た
い
ね
。

そ
れ
ま
で
は
、
特
に
日
本
人
の
代
表
団
が
来

る
と
か
と
い
う
と
、
日
本
赤
軍
の
隊
内
通
達
が

出
て
、
例
え
ば

『何
時
か
ら
何
時
ま
で
、
ど
こ

に
日
本
の
社
会
党
の
旅
行
団
が
来
る
か
ら
、
逃

げ
ろ
、
隠
れ
ろ
』
と
い
わ
れ
て
い
た
の
に
、
今

年
の
戦
争
で
は
そ
ん
な
こ
と
気
に
し
な
い
で
や

れ
た
か
ら
ね
。

パ
レ
ス
チ
ナ
の
人
た
ち
な
ど
か
ら

『
日
本
赤

軍
が
、
や
っ
と
、
保
安
だ
な
ん
て

い
わ
な

い

で
、
好
き
勝
手
に
や
っ
て
い
る
』
と
冷
や
か
さ

れ
た
け
ど
ね
。

ま
あ
、
そ
れ
ま
で
は
、
日
本
赤
軍
と
し
て
の

行
動
は
、
い
っ
さ
い
し
な
か
っ
た
か
ら
。

公
然
と
し
た
軍
事
訓
練
に
し
て
も
同
じ
で
、

『味
方
を
信
用
し
な
い
の
か
』
と
批
判
さ
れ
た

こ
と
も
あ
っ
た
け
ど

『私
た
ち
は
、
最
悪
の
事

態
に
備
え
て
い
る
』
と
い
っ
て
い
た
ん
だ
け
ど
。

今
度
の
戦
争
は
、
そ
ん
な
も
の
を
す
べ
て
取

り
払

っ
て
、
，自
由
に
や
っ
た
わ
。　
　
　
・

ま
あ
、
悲
愴
感
が
あ
っ
た
の
も
事

実

だ
け

ど
、

『勝
つ
た
め
に
戦
お
う
』
と
い
う
意
志
の

強
さ
が
集
団
化
さ
れ
、

一
つ
に
な
る
と
本
当
に

強
い
の
ね
Ｐ

そ
れ
に
、
い
ろ
い
ろ
な
国
の
人
が
い
る
か
ら
、

『
わ
が
国
の
歴
史
に
は
こ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ

た
が
ら
、
こ
う
や
ろ
う
』
な
ど
と
、
い
ろ．
ん
な

知
恵
も
出
る
の
よ
」

―

レ
パ
メ

ン
戦
争
が
終
わ
っ
た
後
、
現
地
に

行

っ
た
時
、
日
本
赤
軍
は
影
も
形
も
見
え
な
か
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で
も
ハ
私
た
ち
の
考
え
方
は
、

『悲
観
的
す

ぎ
る
』
と
し
り
ぞ
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た

ん
で
す
よ
。

し
か
し
、
私
た
ち
は

『
い
つ
、
最
後
に
な
っ

ヽ
て
も
い
い
よ
う
に
一準
備
一し
て
お
こ
う
』
と
い
い

合

っ
て
い
た
ん
で
す
。

生
死
深
く
考
え
な
か
っ
た

も
ち
ろ
ん
、
そ
う
は
い
っ
て
も
、
日
本
の
同

志
の
こ
と
ｔ
か
、
友
人
の
こ
と
と
か
、
い
っ
さ

ｊ
い
気
に
な
ら
な
い
か
と
い
っ
た
ら
ウ
ソ
で
、
大

い
に
気
に
な
る
し
、
そ
れ
ぞ
れ
、
葛
藤
は
あ
っ

２
　
た
ん
で
す
よ
。
衝
動
的
に
は

『最
善
を
尽
く
し

３‘Ю。
た
一
か
ら
、
結
果
と
し
て
は
、
お工
も
死
ヽ
あ．

「
　
る
、
死
・ん
で
も
い
い
や
／
』
と
田い
っ
て
も
、

豊
露・
『ち
ょ
っ■
あ
れ
を
‐し残
し
た
の
を
何
と
か
し

豊
Ｗ
　
た
一
な
」
と
い
ヶ
気
持
ち
も
あ
っ
た
。

一絲硼　
　
〓
あ
そ
れ
でも
、
私
た
ち
の肉
体
は
な
く
て

週
一　
も
―
国
内
の
同
志
や
友
人
た
，
が
、
戦
い
を
継

続
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
、
確
信
で
は
な

い
け
ど
、
ほ
の
か
な
期
待
も
あ
っ
て
、
じ
た
ば

た
し
な
い
で
、
比
較
的
生
と
か
死
を
深
く
考
え

な
い
で
、
明
る
く
や
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

雑
談
な
ん
か
で
、

『も
し
捕
ま
っ
て
ヽ
日
本

に
帰
さ
れ
た
ら
ど
う
す
る
か
』
と
い
う
話
も
出

ま
し
た
よ
。

『
よ
く
考
え
て
み
た
ら
ヽ
何
も
自

分
に
は
罪
は
な
い
、
無
罪
で
は
な
い
か
。
な
ん

で
俺
は
今
ま
で
罪
人
だ
と

思

っ
て
い
た
ん
だ
。
こ
れ

は
大
間
違
い
だ
っ
た
』
と

い
ヶ
話
も
あ
っ
た
り
し
て
。

し
か
し
、
冗
談
で
は
な
く
て
、
い
ざ
自
分
た

ち
の
罪
名
を
見
た
時
、
な
ん
で
こ
ん
な
あ
り
得

な
い
よ
う
な
罪
名
が
つ
い
て
く
る
ん
だ
っ
け
と

い
う
こ
と
も
あ
る
の
ね
。

こ
ち
ら
は
、
こ
ち
ら
で
戦

っ
て
い
る
ん
だ
か

ら
、
日
本
で
ど
ん
な
逮
捕
状
を
出
し
た
ち
て
構

わ
な
い
と
い
っ
て
、
そ
れ
ら
と

一
つ
一
つ
戦

っ

て
こ
な
か
っ
た
、
そ
う
い
う
意
味
で
日
和
見
主

義
だ
っ
た
か
ら
本
当
の
と
こ
ろ
、
自
分
た
ち
で

も
分
か
ら
な
い
の
よ
。

捕
ま
る
と
い
っ
て
も
、
私
た
ち
の
日
本
赤
軍

暗
黙
の
了
解
と
し
て
、
リ
ッ
ダ

（注

・
奥
平
剛

士
ち
二
人
の
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ロ
ッ
ド
空
港
襲
撃

事
件
）
の
戦
士
た
ち
が
そ
う
で
あ

っ
た

よ
う

に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
は
生
き
て
捕
ま
り
た
く
な

い
と
い
う
原
則
が
あ
る
け
ど
。

で
も
、
日
本
と
な
る
と
も
っ
と
違

っ
て
、
も

〓嗅
ヽ
「
・一ヽ理ヾ
構
■
ヽ
、
い
一■
ず

し
捕
ま
っ
た
ら
そ
れ
は
そ
れ
で
国
内
に
マ
イ
ナ

ー
な
形
で
帰
っ
た
と
い
う
こ
と
、
そ
こ
か
ら
ま

た
戦
お
う
と
い
う
感
じ
で
、

『
よ
う
し
、
い
っ

ち
ょ
う
や
ろ
う
か
』
と
い
う
気
分
だ
っ
た
ん
じ

ゃ
な
い
か
な
」

イスラエル軍に制圧された西ベイルート

―

レ
パ
ノ
ン
戦
争
で
、
イ
ス
ラ
エ
ル
は
日
本

赤
軍
を
や
っ
き
に
な
っ
て
捜
し
て
い
た
よ
う
だ

け
ど
、
全
く
足
跡
を
残
し
て
い
な
い
。
ベ
イ
ル

ー
ト
で
包
囲
さ
れ
た
時
も
同
様
だ
。
爆
破
さ
れ

た
ビ
ル
の
中
か
ら
、
日
本
赤
軍
の
資
料
が
見
つ

か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
な
か
っ
た
が
。

「紙

一
枚
で
も
．、
そ
こ
に
日
本
人
が
住
ん
で

い
た
と
わ
か
る
も
の
は
、
い
っ
さ
い
残
さ
な
い

よ
う
に
、
徹
底
的
に
処
分
し
た
の
よ
。

こ
れ
に
は
、

一
つ
の
教
訓
が
あ
っ
た
わ
け
。

八
〇
年
の
頃
か
な
、
ベ
イ
ル
ー
ト
の
ア
ラ
ブ

大
学
の
前
で
、
爆
弾
が
炸
裂
し
て
、
六
十
数
人

が
死
ん
で
、
二
百
人
以
上
が
負
傷
す
る
事
件
が

あ
っ
て
、
そ
の
時
た
ま
た
ま
ト
イ
レ
に
い
た
同

志
が
い
た
ん
だ
け
ど
、
悪
運
が
強

い
と

い
う

か
、
ゆ
っ
く
り
歯
を
磨
い
て
い
た
お
か
げ
で
、

ト
イ
レ
が
防
空
壕
の
役
目
を
果
た
し
て
、
ほ
か

が
全
部
吹
き
飛
ん‐
な
の，
に
、
そ
の
人
は
か
ろ
う

ク
と

じ
て
命
が
助
か
っ
た
こ
と
が
あ

っ
た
の
。

そ
の
ア
ラ
ブ
大
学
の
爆
発
の
時
は
、
日
本
人

の
新
聞
記
者
も
写
真
を
撮
り
に
来
た
け
ど
、
そ

の
人
た
ち
に
、
日
本
語
の
書
類
を
見

つ
け
ら
れ

て
は
大
変
と
、
快

・レ
ス
テ
ナ
人
に
協
力
し
て
も

ら

っ
て
、
大
あ
わ
て
で
炉
０
中
に
書
類
を
処
分
　
一２３
一ヽ

Ｉ

■■■
■■■
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７
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０
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喘
７
９
γ
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騨
輩
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おヽ
■

９
惚
■
ユ
躍
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７
彰
ツ

（認
‘
Υ
手
騨
尋
＃
ｏ

出
準
田
椰
０
日
騨
・
票
）
キ
囮
キ

羽ヽ
年
我

ｏ９
７
■
享
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ツ
影
＋

ユヽ
０
％
幾
マ
■

・

緊
粟
，
脅
靭
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マ
嗅
ユ
ｏ
壼
ヽ
ユ
凛
一
“
嘗

ン
■
１

Ｐヽ
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７
ι
像
ゝ
饗
士
０
像
ィ
Ｙ
軍
を
ヽ

羽
ユ
巻
凛

軍
回

■
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ｏ
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t
ヽ

82
年
&
月
23

に

『
Ｒ
』
と
か
．『
Ｌ
』
を
つ
け
な
い
よ
う
に
は

工
大̈
し
た
ん
だ
け
ど
。

そ
れ
で
も
ヽ
港
で
レ
パ
ノ
ン
人
か
ら

『何
人

だ
』
と
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る
と
、
ど
う
に
も
発
音

が
悪
い
か
ら
、
疑
わ
れ
る
の
ね
。

そ
う
す
る
と
、
後
か
ら
ア
ラ
ブ
人
が
ド
ッ
と

押
ｔ
か
け
て
き
て
、

『
ハ
ラ
ス
、
ハ
ラ
ス

（も

ヶ
終
わ
，
に
し
ろ
）
、
こ
い
つ
ら
は
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
■
人
だ
』
′と
い
っ
た
り
し
て
。
ま
あ
、
ベ

イ

ル
ー
ト
か
ら
出
る
の
は
、
そ
ん
な
に
難
し
い

こ
と
で
は
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
と
に
か
く
，

船
で
出
る
方
法
が
大
半
の
方
法
だ
っ
た
ん
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。
あ
と
、
残
さ
れ
た
方
法
と
い
え

ば
、
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
の
包
囲
が
解
け
た
時
、
普

通
の
旅
行
者
と
し
て
ペ
カ
ー
高
原
に
戻
る
と
い

う
方
法
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
。　
　
　
　
・

私
た
ち
は
多
い
ん
で
す
か
ら
、
船
で
出
て
行

く
と
い
っ
て
も
、
大
変
な
量
で
す
か
ら
ね
‥
‥

ま
あ
、
人
数
は
ノ
ー
コ
メ
ン
ト
だ
け
ど
」

１
ｌ
Ｐ
Ｌ
Ｏ
が
ベ
イ
ル
ー
ト
か
ら
撤
退
し
た
後

も
、
も
し
か
し
た
ら
、
日
本
赤
軍
は
、
キ
ャ
ン

プ
に
残

っ
て
い
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
噂
も

あ
っ
た
が
。
　
　
　
　
．

「
そ
れ
は
、
ち
ょ
っ
と
答
え
る
の
は
難
し
い

で
す
ね
」

―

し
か
し
、
西
ベ
イ
ル
ー
ト
は
イ
ス
ラ
エ
ル

軍
に
シ
ラ
ミ
つ
ぶ
し
に
調
べ
ら
れ
た
し
‥
‥
。

「
そ
う
は
い
っ
て
も
、
パ
シ
ス
チ
ナ
人
の
キ

ャ
ン
プ
の
周
囲
と
か
、
西
ベ
イ
ル
ー
ト
は
徹
底

的
に
や
ら
れ
た
け
ど
、
東
ベ
イ
ル
ー
ト
は
、
右

翼
の
地
域
と
い
ヶ
こ
と
に
な
っ
て
い
た
か
ら
、

捜
索
は
な
い
し
ね
」

―

右
翼
の
ど
真
ん
中
に
い
た
と
い
う
可
能
性

も
あ
る
の
か
。

「普
通
は
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
い
る
こ
と

が
多
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
の
ほ
う
が
安

全
な
こ
と
も
あ
る
し
」

―

‥し
か
し
、
よ
く
日
本
人
に
見
っ
か
ら
な
か

っ
た
も
の
だ
。

「
よ
く
日
本
人
に
は
会
う
ん
で
す
よ
。
た
だ

向
こ
う
は
気
が
つ
か
な
い
け
ど
。
日
本
人
が
来

る
と
、
よ
く
見
え
て
い
る
ん
で
す
よ
。

私
た
ち
が
咽
常
的
に
や
ら
な
く
て
も
、
レ
パ

ノ
ン
の
人
た
ち
な
ん
か
が
、
日
本
の
非
常
に
反

動
的
な
○
○
新
聞
の
記
者
は
ど
こ
に
住
ん
で
い

て
、
何
時
に
ど
う
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、

い
つ
も
私
た
ち
の
元
へ
知
ら
せ
て
く
れ
る
の

ま
た
、
日
本
大
使
館
で
一
人
だ
け
、
い
つ
も

レ
ボ
で
西
ベ
イ
ル
ー
ト
に
来
て
い
る
大
使
館
員

が
い
る
ん
だ
け
ど
、
彼
が
、
大
使
館
を
い
つ
出

た
か
、
今
、
ど
う
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と

ま
で
、
詳
し
く
知
ら
せ
て
く
れ
る
の
よ
。

日
本
大
使
館
が
襲
わ
れ
て
、
物
を
盗
ま
れ
る

事
件
が
あ
っ
た
時
も
、
そ
れ
も
教
え
て
く
れ
た

わ
」

（次
号
に
続
く
。
注
は
編
集
部
の
文
責
）

※
次
号
で
は
い
よ
い
よ
、
日
本
赤
軍
は
こ
れ
か

ら
一
体
何
を
や
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
再
び

ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
を
企
て
て
い
る
の
か
。
そ
し
て

パ
レ
ス
テ
ナ
・
グ
リ
ラ
を
含
め
た
国
際
過
激
派

グ
ル
ー
プ
と
の
結
び
つ
き
は
―

〓な
ど
、
い
っ

そ
う
核
心
に
迫
り
ま
す
。

（編
集
部
）
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洛
北

の
秋
　
洋画嫁（独立美術協〈種
一ｔ
かダ
賀
鏡

．
　
　
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ
．
　
暑
灯
　
．‐
メ
ヽ
‘　
オヽ
‐

洛
北
の
秋
は
見
事
で
あ
る
。
故
郷
の
和
歌
山
を
離
れ
て
昨
春
、
ア
ト
リ
エ
を

作

っ
た
の
で
、
こ
の
窓
か
ら
日
の
一則
に
迫
る
山
の
紺
葉
の
す
ば
ら
し
さ
、
比
鮮

の
峰
の
す
が
／
ヽ
し
さ
を
毎
朝
眺
め
て
は
、
私
は
、
あ
ヽ
京
都
に
住
ん
で
よ
か

っ
た
と
思
う
。
深
泥
池
も
す
ぐ
近
く
な
の
で
毎
日
そ
の
あ
た
り
を
さ
ま
よ
い
歩

ぐ
¨
京
都
の
持
つ
長
い
歴
史
が
、
こ
の
部
の
持
つ
深
い
心
が
私
の
身
体
や
魂
を

包
ん
で
ぐ
れ
て
い
る
。
私
は
そ
れ
に
こ
た
え
て
よ
り
美
し
い
芸
術
を
、
よ
り
深

く
き
び
し
い
絵
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
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日
航
機
を
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
し
た
グ

ッ
カ
事
件

（５２
年
９
月
）
以
来
、
従

来
の

″作
戦
′
を
休
止
し
た
日
本
赤

軍
は
、
こ
れ
か
ら
、　
一
体
何
を
や
ろ

う
と
し
て
い
る
の
か
―

。

日
本
赤
軍
の
リ
ー
ダ
ー
重
信
房
子

は

「平
和
的
な
活
動
も
大
切
‥
‥
」

と
一百
い
な
が
ら
も
、

「敵
一が
モ
ン
ス

タ
ー
な
ら
…
…
」
と
、
武
闘
路
線
に

は
言
葉
を
濁
す
。
そ
し
て
、
パ
レ
ス

テ
ナ

・
ゲ
リ
ラ
と
の
一関
係
一は
、

「〈
マ

が
、
最
も
強
固
な
結
び
つ
き
の
あ
る

時
」
と
断
言
し
、
共
闘
へ
の
自
信
を

う
か
が
わ
せ
て
い
る
。
　

（編
集
部
）

重
信

房

子

（
３７
歳
＝
ア

ラ
ブ
名

ｏ
マ
リ
ア
ム
）

昭
和
４６
年
２
月
、
テ
ル
ア

ビ
ブ
空
港
事
件
で
自
爆
し

た
奥
平
剛
士
と
偽
装
結
婚

し
て
ベ
イ
ル
ー
ト
入
り
。

日
本
赤
軍
の
政
治
委
員
会

の
リ
ー
ダ
ー
。

広
河
隆

一
氏

昭
和
１８
年
天
津
生
ま
れ
。

早
大
卒
。
昨
年
９
月
の
パ

レ
ス
チ
ナ
人
虐
殺
事
件
で

は
最
初
に
現
場
に
入

っ
た

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
ヽ
こ

の
一
連
の
写
真
で
五
十
七

年
度
後
期

「
よ
み
う
り
写

真
大
賞
」
を
受
賞
。
写
真

集
―
著
書
多
数
。

国
内
の
闘
争
に
呼
応
し
、

平
和
的
な
活
動
も
大
切
に

―
―
日
本
赤
軍
は
、
こ
れ
か
ら
何
を
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
。
べ
ヵ
ｌ
高
原
の
情
勢
は
、
相

当
厳
し
い
し
、
再
び
イ
ス
ラ
エ
ル
が
全
面
攻
勢

に
出
た
場
合
、
ど
う
す
る
つ
も
り
な
の
か
。

重
信
　
私
た
ち
が
決
め
て
い
る
の
は
、
こ
の
ベ

カ
ー
に
結
集
し
た
、
す
べ
て
の
反
帝
国
主
義
の

勢
力
と
と
も
に
戦
い
抜
く
こ
と
で
す
。　
　
　
・

こ
の
勢
力
は
、
パ
レ
ス
テ
ナ
革
命
の
主
体
で

あ
る
パ
レ
ス
テ
ナ
人
で
あ
り
、
ま
た
、
ア
テ

ブ
、
レ
パ
ノ
ン
の
人
た
ち
で
も
あ
，
ま
す
。
ベ

イ
ル
ー
ト
に
は
、
日
本
で
は
名
前
も
聞
い
た
こ

と
が
な

‐い
よ
り
後
、
五
十
以
上
の
少
数
民
族
の

人
た
ち
が
い
ま
し
た
が
、
そ
の
人
た
ち
も
み
ん

．な
ベ
カ
ー
に
来
て
い
ま
す
。
昨
年
の
レ
パ
ノ
ン

戦
争
で
死
ん
だ
数
よ
り
、
も
っ
と
多
く
の
人
た

ち
が
世
界
中
か
ら
集
ま
っ
て
い
ま
す
よ
。

ま
あ
、
再
結
集
と
い
ぅ
て
も
、
す
っ
と
結
‐集

し
て
い
た
ん
だ
か
ら
、
今
さ
ら
、
再
結
集
ヽ
何

も
な
い
ん
で
一す
げ
ど
ね
。
こ
こ
で
、
彼
ら
は
、

根
拠
地
を
作
や
て
、
何
≧
か
防
衛
し
、
国
家
権

．力
の
及
ぜ
諾
「
ｒ
解
放
区
に
し
よ
う
と
し
て
い

る
わ
け
ね
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

重信房子 (左)にインタビューするフォト・ジ
ャ…ナリスト広河隆―氏
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∠
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ｌ
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７
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か
」
■
「
限
界
が
あ
る
ん
じ
や
な
い
か
Ｌ
と
考
え

て
い
た
か
ら
こ
そ
、
人
民
に
対
し
て
ヽ
人
質
に

対
し
て
、

「申
し
訳
な
い
で
す
」
と
い
う
態
度

が
出
て
き
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

あ
の
時

（注

ｏ
前
出
の
グ
ッ
カ
事
件
）
は
、

前
代
未
間
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
何
か
を
取

っ
て
、

後
で
そ
れ
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
ん
だ
け
ど
、

「
こ
う
や
っ
た
ら
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
、

一戦
術
を
示
唆
し
て
く
れ
た
乗
客
も
い
た
わ
。

そ
の
中
に
は

「
日
本
赤
軍
は
、
野
蛮
で
あ
る

ま
あ
、
実
行
は
じ
切
れ
て
い
な
い
け
ど
、
要
す

一
ｉ
る
に
、
．頭
で
ひ
と
ひ
ね
り
し
て
、
考^
え
な
け
れ

ば
理
解
で
き
な．
い
よ
う
な
作
戦
を
や
ら
れ
て
も

困
る
と
い
う
の
ね
。
そ
れ
よ
り

「鞍
馬
天
狗

だ
」
Ｉ

い
う
て
馬
に
乗

っ
て
パ
カ
パ
カ
や
っ
て

来
て
、
ポ
ッ
と
拍
手
が
起
こ
る
よ
う
な
や
り
方

を
し
な
さ
い
と
い
う
の
ね
。

パ
レ
ス
チ
ナ
人
と
の
心
の

絆
つ
く
っ
た
リ
ッ
ダ
闘
争

―

レ
パ
ノ
ン
戦
争
が
終
わ
っ
た
頃
、
中
東
を

取
材
中
に
、
ベ
イ
ル
ー
ト
の
町
な
ど
に
、
テ
ル

ア
ビ
ブ
空
港
襲
撃
事
件
の
岡
本
公
三
と
、
死
ん

だ
奥
平
や
安
田
の
二
人
の
ポ
ス
タ
ー
を
あ
ち
こ

ち
で
見
か
け
た
が
。

重
信
　
七
二
年
五
月
二
十
日
の
リ

ッ
ダ
闘
争

（注
・
テ
ンル
ア
ビ
ブ
空
港
襲
撃
事
件
）
は
、自
ら
の

命
を
犠
牲
に
し
て
も
、
パ
レ
ス
テ
ナ
の
民
族
の

大
義
の
た
め
に
闘
わ
れ
た
ん
だ
け
ど
、
私
た
ち

が
考
え
て
い
た
以
上
に
、
パ
レ
ス
チ
ナ
や
ア
ラ

プ
の
人
た
ち
に
共
感
を
も
っ
て
受
け
止
め
ら
れ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
以
来
、毎
年
、
こ
の
日
に

な
る
と
、
普
通
の
お
じ
さ
ん
や
お
ぼ
さ
ん
た
ち

が
、花
な
ん
か
を
持

っ
て
・来
て
く
れ
る
わ
け
ね
。

だ
か
ら
、
こ
の
リ
ッ
ダ
闘
一争
・の
日
を
、

「
国

際
主
義
の
た
め
に
闘
っ
た
日
」
と
し
て
、
私
た

ち
の
兵
舎
の
一
つ
を
開
放
し
て
、
明
け
方
ま
で

飲
ん
だ
り
、
騒
い
だ
り
す
る
の
よ
。

昔
は
、
例
え
ば
Ｐ
Ｌ
Ｏ
な
ど
も
、
中
で
い
ろ

ん
な
組
織
が
い
が
み
合

っ
て
い
た
か
ら
、
今
日

は
こ
の
組
織
、
明
日
は
こ
の
組
織
と
、
彼
ら
が

カ
チ
合
わ
な
い
よ
う
に
別
々
に
招
待
し
て
い
た

の
ね
。
で
も
そ
の
う
ち
、
こ
の
組
織
を
呼
ん
で

こ
こ
を
呼
ば
な
い
と
い
う
の
で
は
、
そ
れ
が
元

で
、
彼
ら
に
内
ゲ
パ
が
起
こ
る
と
い
け
な
い
の

で
、
そ
の
へ
ん
に
ポ
ス
タ
ー
を
張
り
出
し
て
、

自
然
に
来
る
の
を
待
つ
こ
と
に
し
た
の
。

も
ち
ろ
ん
、
な
か
で
も
Ｐ
Ｆ
Ｌ
Ｐ

（
パ
レ
ス

テ
ナ
解
放
人
民
戦
線
）
の
人
た
ち
が
、　
一
番
の

主
流
で
、
毎
年
、
政
治
局
員
ク
ラ
ス
の
人
た
ち

が
、
事
務
所
を
空
に
し
て
、
花
を
持

っ
て
来
て

く
れ
る
わ
。

―

‘昨
年
の
レ
パ
ノ
ン
戦
争
直
前
の
、
今
に
も

イ
ス
ラ
エ
ル
軍
が
来
そ
う
な
緊
張
し
た
中
で
も

集
ま
り
は
あ
っ
た
の
か
。
集
ま
り
で
は
ど
ん
な

事
を
や
る
の
か
。　
　
　
　
・

重
信
　
ち
ゃ
ん
と
や
り
ま
し
た
。
い
つ
も
終
わ

り
が
遅
す
ぎ
る
か
ら
、
も
っ
と
早
く
始
め
て
、

早
ぐ
終
わ
ろ
う
と
し
た
ん
だ
け
ど
、
結
局
、
い

つ
も
の
通
り
、
遅
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
わ
。

最
初
の
頃
は
、
政
治
的
な
総
括
と
か
が
多
か

っ
た
け
ど
‥
‥
。

最
近
は
み
ん
な
で
、
歌

っ
た
り
踊

っ
た
り
し

て
、
大
騒
ぎ
す
る
の
ね
。
何
年
か
前
ま
で
は
、

パ
レ
ス
テ
ナ
側
は
、
い
つ
も
歌
が
盛
ん
に
出
る

け
ど
、
こ
ち
ら
側
は
乏
し
く
て
、
あ
ま
りヽ
歌
え

な
い
と
い
う
状
態
だ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
最

近

は
、
私
た
ち
も
自
分
で
歌
を
作
っ
て
、
負
け
ず

に
歌
う
よ
う
に
な
っ
た
わ
。

―
Ｉ
Ｐ
Ｌ
Ｏ
の
人
た
ち
は
、
果
た
し
て
み
ん
な

が
、
あ
の
テ
ル
ア
ビ
ブ
空
港
襲
撃
事
件
を
支
持

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

重
信
　
そ
れ
は
、
全
部
の
人
た
ち
が
支
持
し
て

鞍 我
馬 々

天 は
狗 ｀
・路 な
線 るL ほ
と ど
呼 と
ん い
で  っ
い ´
る ヽ
ん _
で
｀

す れ
°
を

害 と
企 だ
業 け
の い

ネ」1 オ)
長 れ
と て
か い
｀
る
み け
ん ど
な ｀
が も
い う
や 少
だ し
な ｀
あ 公

い

か

と
い

う
の
力i

あ

た
の

と
思

て
い

る
の

を

や

た
ら
い

い

じ
や

な

‐ ■.:|■主

ヽ 薇

.1■三
、 lil・・
―
・.ヽ i・

一屁
π́
が
振
動
し
て
，
ズ
ム
を
言
ざ
む
。
カ
ラ
オ
ケ
フ
ァ
Ｚ
行
ヨ
一の
ス
テ
Ｌ
ジ
一聾
嬌
。
こ
れ
て
お
店
も
大
一露
盛
″〃
”

カヽ
ラ
オ
ケ
プ
ー
ム
に
拍
車
を
か
け
る
人
気
者
が
登
盤
爾
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
と
、リ
ズ
ム
が
振
動
と
な
って
体
に
伝
わ
って
き
ま
す
。
臨
場
感
満
点
の

快
感
は
マ
イ
ク
だ
け
で
は
味
わ
え
な
い
醍
醐
味
。こ
れ
一台
で
な
フ
オ
ケ
が
十
倍
、
二
十
倍
楽
し
ゆ
ま
す
。あ
な
た
の
お
店
の
繁
栄
に
是
非
ど
う
ぞ
。

ボ
ごク
ソ
ニ
ッ
タ
カ
ラ
オ
ケ
ス
テ
ー
ジ

◎
色
は
プ
ラ
ッ
ク
と
ワ
イ
ン
レ
ツ
ド
の
２
タ
イ
プ
◎
お
支
払
い
は
便
利
な
リ
ー
ス
方
式
で
。
お
申
込
全
２
０
，０
０
０
円
′リ
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●
Ｉ

ノ

ン

・

の
現
政
府
で
あ
る
キ
リ
ス
■
教
徒
政

権
を
、
支
持
せ
ざ
る
を
得
な
いヽ
立
場

に
追
い
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

上

方
、
中
東
問
題
の

一
方
の
当
事

者
で
あ
る
Ｐ
Ｌ
Ｏ
は
、
ア
ラ
フ
，
ト

議
長
と
反
乱
派
の
対
立
が
解
消
さ
れ

な
い
ま
ま
、
ま
り
内
部
分
裂
が
深
刻

化
し
て
い
く
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の

分
裂
を
回
避
す
る
た
め
に
Ｐ
Ｌ
Ｏ
全

体
が
、
左
傾
化
す
る
、
い
わ
ゆ
る
タ

カ
派
が
前
面
に
出
て
く
る
可
能
性
が

大
い
に
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
日
本
赤
軍
は
前

線
で

一
兵
士
と
し
て
闘
う
こ
ｔ
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

を
収
集

ｏ
分
析
し
て
、
日
本
赤
軍
な

ら
で
は
の
闘
争
手
段
を
編
み
出
す
こ

と
に
重
点
が
置
か
れ
る
で
し
ょ
ぅ
。

か
つ
て
の
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
闘
争
や

テ
ロ
行
為
は
あ
ま
り
考
え
ら
れ
ま
せ

ん
ｏ
　
　
・

こ
ん
な
闘
争
手
段
を
と
っ
て
も
、

何
に
も
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

を
、
彼
ら
自
身
が
よ
く
知

っ
て
い
ま

す
か
ら
ね
。　
　
ヽ

現

‐在
、
彼
ち
の
い
る
ベ
カ
ー

‐
高
原

ば
、
い
わ
ば
国
際
政
治
の

″真
空
地

帯
‘
で
す
か
ら
、
シ
リ
ア
が
彼
ら
を

そ
こ
か
ら
追
い
出
さ
な
い
か
ぜ
‐り
、ヽ

彼
ら
は
じ
？
く
り
と
腰
を
す
え
て
長

期
戦
略
を
練
り
上
げ
る
と
思

い
ま

す
。ヽ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
´
‐

各．党
．派
と
０
連‐携
強
ま
る

中
東
問
題
評
論
家

北
沢
　
正
雄
氏

中
東
情
勢
は
、
日
々
緊
迫
の
度
を

深
め
て
い
ま
す
が
、
全
体
の
カ
ギ
は

ア
メ
リ
カ
の
動
向
い
か
ん
で
す
。

現
在
ア
メ
リ
カ
は
、
レ
パ
ノ
ン
沖

に
海
兵
隊
を
中
心
に
海
軍
力
を
結
集

さ
せ
て
、
状
況
の
推
移
を
な
が
め
て

い
ま
す
が
、
こ
の
軍
事
力
が
全
面
的

に
投
入
さ
れ
た
時
、
そ
れ
は

″第
二

の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
″
を

意

味

し
ま

す
。
し
か
も
、
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
は

こ
の
道

へ
踏
み
込
む
可
能
性
が
大
い

に
あ
り
ま
す
。

い
っ
た
ん
、
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
力

が
投
入
さ
れ
れ
ば
、　
一
気
に
米
ソ
対

立
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
申
で
、
日
本
赤
軍
に
と

っ
て
、
今
ぐ
ら
い
精
神
的
に
楽
な
時

は
な
い
と
思
い
ま
す
。
パ
レ
ス
チ
ナ

解
放
勢
功
各
派
が
長
期
戦
の
構
え
に

入
り
、
そ
う
し
た
中
で
、
日
本
赤
軍

も

一
党
派
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
か
ら
ね
α
つ
ま
り
彼
ら
も
、
パ
レ

ス
チ
ナ
の
闘
う
主
体
と
し

て
自

由

に
、
各
党
派
と
の
交
流
が
行
え
ヽ
共

同
闘
争
を
組
め
る
立
場
に
あ
る
わ
け

で
す
。
そ
こ
で
、
彼
ら
の
こ
れ
か
ら
の
闘

い
と
し
て
出
て
く
る
の
が
、
近
代
技

術
の
ア
キ
ン
ス
腱
を
突
く
よ
う
な
闘

争
手
段
で
し
ょ
う
。

た
と
え
ば
、
パ
チ
ン
コ
玉

一
つ
を

ジ

ェ
ッ
ト
機
の
エ
ン
ジ
ン
に
ほ
う
り

込
む
だ
け
で
、
そ
の
ジ

ェ
ッ
ト
機
を

飛
行
不
能
に
追
い
込
む
ょ
う
な
、
そ

ん
な
闘
い
を
展
開
す
る
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
こ
の
闘
い
は
日
本
赤
軍

だ
け
で
や
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、

パ
レ
ス
チ
ナ
解
放
勢
力
各
派
と
の
連

携
の
う
え
で
と
い
う
こ
と
が
大
い
に

考
え
ら
れ
ま
す
。
・

で
す
か
ら
、
同
時
多
発
と
か
、
時

間
差
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
パ
タ
ー
ン

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

い
ま
彼
ら
は
、
こ
う
し
た
闘
い
を

ど
こ
で
、
ど
う
や
る
か
に
知
恵
を
し

ぼ
っ
て
い
る
ん
で
は
な
い
で
し
ょ
う

の
ね
。
例
え
ば
、
パ
レ

の
人
た
ち
は
「

ス
チ
ナ

誰
も
が
銃
を
持
つ
、
い

わ
ば
大
衆
の
軍
隊
で
、

良
く
も
悪
く
も
、
生
活

に
・支
え
ら
れ
て
、
み
ん

な
の
力
で
や
っ
て
い
る

の
ね
。
だ
か
ら
、
指
揮

官
が
指
揮
す
る
時
は
、

命
令
に
つ
い
て
の
各
自

の
自
主
的
判
断
の
幅
を

非
常
に
小
さ
く
し
よ
う

と
す
る
．わ
け
。

で
も
、
私
た
ち
は
そ

の
作
戦
を
担
う
当
事
者

が
自
主
的
に
判
断
す
る

よ
う
に
し
て
こ
そ
、
そ

の
闘
い
が
、
突
発
的
な
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・事
件
や
、
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
成
功
す
る
と

考
え
る
の
ね
。　
・
　

・　
　
　
　
　
・
　

・

だ
か
ら
、
パ

・レ
ス
テ
ナ
の
人
た
ち
が
、
善
意

で
我
々
を
，
彼
ら
の
組
織
の
一
員
と
し
て
扱
め

こ
と
が
、
最
良
の
も
て
な
し
だ
と
思

う

こ
と

が
、
逆
に
我
′
に
は
支
配
と
感
じ
る
こ
と
も
あ

る
の
ね
。
こ
ち
‐らは
こ
ち
／ら
で
、
・目
分
・た
ち
の

独
自
性
が
要
求
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
。

だ
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
来
た
人
た
ち
の

中
に
は
、
そ
れ
ら
の
矛
盾
で
、
も
う

一
緒
に
や

っ
て
ら
れ
な
い
と
出
て
行
く
人
も
い
る
わ
ね
。

で
も
、
私
た
ち
は
、
こ
こ
で
の
考
え
方
を
軸

に
、
日
本
の
中
で
見
て
き
た
考
え
方
を
、
も
う

一
度
対
象
化
し
て
、
こ
れ
を
日
本
で
も
な
く
、

パ
レ
ス
テ
ナ
で
も
な
く
、
国
際
主
義
と
い
う
も

っ
と
普
遍
的
な
も
の
に
立
脚
し
て
考
え
よ
う
之

い
う
、
比
較
的
柔
軟
な
立
場
だ
か
ら
、
や
っ
て

こ
ら
れ
た
と
思
う
わ
ｃ

実
際
に
矛
盾
や
対
立
も
あ
っ
た
わ
ね
。
例
え

ば
、
生
活
上
の
こ
と
で
、

「
護
衛
を
つ
け
て
や

る
」
と
い
っ
て
く
れ
る
の
を
、

「
い
や
自
分
た

ち
で
や
る
」
と
い
え
ば
、
対
立
に
な
る
ぎ
の
。

私
た
ち
は
、
人
に
頼
ら
な
く
て
も
い
い
だ
け

の
力
を
つ
け
た
ら
、
そ
の
時
は
人
に
頼
ろ
う
と

い
う
考
え
方
な
ん
だ
け
ど
、
こ
れ
は
、
ア
ラ
ブ

的
、
そ
う
イ
ス
ラ
ム
的
な
考
え
方
か
ら
す
る
と
、

と
て
も

「
水
臭
い
」
こ
と
な
わ
け
ね
。
　
１

で
も
、
彼
ら
と
、
こ
う
い
う
矛
盾
や
対
立
を

乗
つ
越
え
て
い
あ
の
激
し
い
レ
パ
ノ
ン
戦
争
を

経
た
今
こ
そ
が
、
本
当
に
、　
一
番
強
固
な
関
係

に
あ
る
と
断
言
で
き
る
と
思
う
の
“
　

（了
）
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